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■ご使用の前にお読みください
本製品の防水性能や設置場所に関する注意
※本製品はJIS防水保護等級4級に該当し、水の飛沫に対し保護されてい

るものであり、防水ではありません。濡れた手で触ったり飛沫が少し
かかったりすることは問題ありませんが、水中に沈めることはできませ
ん。故障の原因になります。

※水の侵入および落下による製品の故障については、保証期間内であっ
ても保証対象外となりますのでご注意ください。

・落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因にな
ります。

・ 使用後は乾いたタオルなどで本製品に付いた水気を拭き取ってくださ
い。特に底面に溜まった水はよく拭き取ってください。

・ 浴室やシャワー室など、湿気の多い場所に長時間放置しないでください。
・ 本製品の防沫用パッキンは、約1年で防沫機能が徐々に低下します。

※劣化するまでの期間は使用頻度によって異なります。
・5℃以下の低温になる場所や、40℃以上の高温になる場所に放置しない

でください。防沫機能が劣化する場合があります。

使用時の注意
・使用前に、「安全上のご注意」を必ずお読みください。
・電池は別売です。単3形アルカリ乾電池2本を使用してください。アルカリ

乾電池と二カド乾電池など種類やメーカーの異なる電池を混ぜたり、新
しい電池と古い電池を混ぜたり、さらに消耗した電池を混ぜて使用する
と、電池が発熱、破裂、液漏れなどを起こし、火災、けが、やけどや周囲
を汚損する原因になることがあります。

・平らで滑りにくく、安定した場所に置いて使用してください。
・汚れは、柔らかい布を水に濡らして拭き取ってください。
・電源スイッチ/ボリュームダイヤルは回しすぎないでください。フタではあ

りませんので、取れません。

■電池の入れかた
コインなどを使って電池ブタの取付ネジをゆるめて電池ブタを外し、単3形
アルカリ乾電池2本（別売）をセットします。電池ブタを元どおり取り付け、
電池ブタの取付ネジをしっかり締めます。

・水のかからない場所で、乾いた手で電池交換を行なってください。
・締め付けがゆるいと内部に水が入って故障の原因になりますの

で、注意してください。

防沫バスラジオ
形名 M-RP-SP1

取 扱 説 明 書
このたびは本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
お使いになる前に本紙をよくお読みになり、正しくお使いください。
本紙はすぐにお読み頂けるところに保管してください。

保 証 書 付

注意

■製品仕様
防 水 性 能 JIS保護等級4級・防沫形
受 信 周 波 数 AM：522～1629kHz　FM：76～90MHz
ス ピ ー カ 直径50mm
電 源 DC3V、単3形電池2本

電 池 寿 命 AM：約85時間　FM：約60時間
※測定条件：1日4時間の連続使用、休止時間15時間以上

出 力 150mW
外 形 寸 法 約68×132×68mm（横×高さ×奥行き）
重 量 約220g（電池含まず）

※取り付けるときは、突起を本体の穴
に差し込んでから電池ブタの取付ネ
ジを締めて固定します。

本体の穴

単3形アルカリ乾電池

突起

電池ブタ

コインなど

警告

■安全上のご注意
ご使用になる前に次の注意事項を必ずお読みになり、
内容をよくご理解いただいたうえで正しくお使いください。

　　　指示に従わなかった場合に、人が死亡または重傷を負
　　    うおそれがあります。

煙が出たり、変な音やにおいがしたりするときは
電池を取り外してください。

水中に落としたり大量の水がかかった場合は、すぐに乾いたタオ
ルなどで水を拭き取ってください。

スピーカーに水が入った場合は、さかさまに振って水を取ってくだ
さい。

雷が鳴りだしたらすぐに使用を中止し、安全な場所に避難してく
ださい。

爆発の危険があるところで使用しないでください。

シャワーなどで大量の水をかけたり、水の中で使用しないでくだ

さい。

分解や改造をしないでください。火災や感電の原因となります。

自動車などの運転中に使用しないでください。

本体や電池を幼児やお子様の手の届く範囲に
放置しないでください。思わぬ事故の原因となります。

　　　指示に従わなかった場合に、人がけがをしたり、
　　    財産に損害を受けたりするおそれがあります。

電池の極性（⊕と⊖）に注意し、表示通りに入れてください。

電池を廃棄する場合は、各自治体の条例に従ってください。
火災、けが、周囲を汚損する原因となることがあります。

防水対象は水道水、真水のみです。
石鹸やシャンプーなどを付着させないでください。

湿度の高いところに長時間放置しないでください。
火災、感電、故障の原因となることがあります。

種類の異なる電池や、新旧の電池を混ぜて使ったり、電池を加熱、
分解、火や水の中に投入、ショートさせないでださい。

布や布団でおおったり、包んだりしないでください。
熱によって変形し、火災の原因となることがあります。

屋外やプール、海水浴場などではご使用にならないでください。

横向き（寝かした状態）にして使用しないでください。

注意
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＊電池寿命は電池の種類や保管状態、周囲温度や湿度などの使用条件によって変わる
　ため、あくまで目安であり、保証する時間ではありません。
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■ アフターサービス
●保証書について

・本製品には保証書が付属しています。お買い上げの際、販売店が発行します。
・所定事項をご記入の上、内容をよくお読みになって大切に保管してください。
・保証期間はお買い上げ日より1年間です。
・保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。

●修理サービスについて
調子が悪くなったときはお客様で分解・修理を行わず、お買い上げ頂いた販売店にご
相談ください。
・保証期間中の修理

保証書の規定に従い、お買い上げの販売店にて修理いたします。修理をご依頼の際
は、本製品と保証書をご持参ください。

・保証期間経過後の修理
修理によって機能が保持できる場合は、有償にて修理を承ります。

●補修用性能部品の保有期間について
本製品の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造打
ち切り後6年間です。よって、この部品保有期間を修理可能期間とさせて頂きます。保有
期間経過後も故障箇所によっては修理が可能な場合がありますので、お買い上げの販
売店にお問い合わせください。

●お問い合わせについて
お買い上げの販売店までお問い合わせください。
・転居によってお買い上げの販売店のアフターサービスを受けられなくなったときは、

最寄りの無印良品の販売店、または販売元お客様室にお問い合わせください。
・ご贈答の場合は、最寄りの無印良品の販売店にご相談ください。

無印良品　防沫バスラジオ 保証書 持込修理

形　 名 M - RP-SP1

お
客
様

お
ふ り が な

名前　　　　　　　　　　　　　　様　　☎ 　　　　（　　　　　）

〒
ご住所

取扱販売店名・住所・電話番号

保
証
期
間

お買い上げ日

１年間
　　　　　　　　　　年　 　月　 　日より

【無料修理・交換規定】
１　取扱説明書（本紙）に記載の注意事項に従った正常な使用状態で、保証期間内に故障し

た場合には、お買い上げの販売店で無料修理もしくは同等品に交換いたします。

２　保証期間内であっても、次の場合は有料修理となります。
（イ）保証書のご提示がない場合
（ロ）保証書にお買い上げ年月日、お客様氏名、販売店名の記入がない場合、または

字句を書き換えられた場合
（ハ）使用上の誤り、または不当な修理や改造による故障や損傷
（ニ）落下や輸送などによる破損
（ホ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変ならびに、公害、異常電圧、その他の

外部要因による故障や損傷
（へ）業務用など一般家庭用以外で使用された場合の故障や損傷
（ト）消耗部品（単3型形乾電池）が損耗し、交換する場合

３　保証期間内であっても、商品を修理窓口へ送付された場合の送料や出張修理を行った場
合の出張料はお客様の負担となります。

４　本書は日本国内においてのみ有効です。
(THIS WARRANTY CARD IS ONLY VALID FOR SERVICE IN JAPAN.)

・この保証書は本紙に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をさせていただくことを
お約束するものです。したがいまして、この保証書によってお客様の法律上の権利を制限す
るものではありませんので、保証期間経過後の修理などにつきましてご不明な場合は、お買
い上げの販売店または販売元のお客様室にご相談ください。

・保証期間経過後の修理または補修用性能部品の保有期間につきましては、「アフターサー
ビス」をご覧ください。

修理メモ

販売元

株式会社 良品計画
〒170-8424 東京都豊島区東池袋4-26-3
お客様室   0120-14-6404
  平日 10:00～21:00  
 土・日・祝 10:00～18:00

製造元

デジタルシステムカンパニー DI事業部
〒574-8534 大阪府大東市三洋町1番1号
電話　大東 (072)870-4186　(直通）
受付　月曜日～金曜日（祝日および当社の休日を除く）
　　　10：00～11：30、 14：00～17：00

8903MRPSP100L（JP0）

■使いかた
図のように立てて使用してください。

電源スイッチ/ボリュームダ
イヤルを右に回します。「カ
チッ」と音がして電源が入
ります。

使用後は必ず電源を
切ってください。

①

電源スイッチ/ボリュームダ
イヤルを回して音量を調節
します。

④

終わるときは、電源スイッチ
/ボリュームダイヤルを左一
杯に回します。「カチッ」と
音がして電源が切れます。

⑤

FMのチューニング目盛り

選択しているバンドの
ランプが点灯します。AMのチューニング目盛り

ダイヤルを
回して選局します。③

BANDボタン
を押してバン
ド（AMまたは
FM）を切り替
えます。

②

受信に関する注意
・給湯器のリモコンやテレビなどの電気機器の近くでは、電波が影響を受

けてノイズが発生する場合がありますので、離れた場所に設置して使用
してください。

・電波の受信状態が悪いときは、次のように対処してください。

・アナログのため、一度放送局を設定しても、周囲の温度変化によって設
定値（周波数）がずれることがあります。その場合は設定し直してくださ
い。

・鉄筋コンクリートの家屋や窓のない場所など、電波の弱い環境ではご
使用いただけない場合があります。なるべく窓や屋外に近い場所で使用
してください。

AM：本製品の向きを変えてみて
ください。

注意

FM：マイナスドライバーなどを使って背面のフタを取り外し、FM
アンテナを取り出します。アンテナの吸盤を壁面などに貼り付
け、アンテナの向きや角度を変えてみてください。

※ FMアンテナを使うときは必ず背面のフタを取り付けてください。

※ アンテナ線はできるだけたるまないようにピンと張ってください。

※ FMアンテナを使わないときは元どおり本体に収納し、必ず背面のフタを取り付け

てください。長時間、吸盤をつけておくとタイルなどが変色する場合があります。

約1m

スピーカー

バスラジオ取説　0331.indd   2 2009/04/13   14:18:49


